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本日の話

１．島根県の概要及び保健師の現状、

人材育成の取組

２．「島根県保健師のキャリアパス」作成の

背景と経緯

３．「島根県保健師のキャリアパス」について

４．成果、今後に向けて
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島根県の概況

人口（Ｈ２８．１０．１）６８９,８１７人
高齢化率（Ｈ２８．１０．１）：３３．１％

出生数（Ｈ２８）：５,４３０人
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平成29年度保健師配属先：総数８３名

【本庁】
・健康推進課（７名）
・高齢者福祉課（３名）
・障がい福祉課（１名）
・医療政策課（１名）

【地方機関】
・７保健所（６３名）
・保健環境科学研究所（１名）
・心と体の相談センター（１名）

【健康福祉部】

【総務部】
・人事課（３名）

※県職員の健康管理

【教育庁】
・福利課（２名）
※教職員の健康管理

【派遣研修】・厚生労働省（１名）

統括保健師配置（１名） 保健所統括保健師配置（７名）
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県・市町村保健師数の推移
市町村保健師

１９市町村県保健師

平成８年
市町村：２１５名
県：８０名
合計：２９５名

平成２９年
市町村：２８２名
県：８３名
合計：３６５名

平成２２年
市町村：２６６名
県：６６名
合計：３３２名

５９市町村

人

平 成
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島根県・市町村保健師の状況
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20～25歳 26～30歳 31～35歳 36～40歳 41～45歳 46～50歳 51～55歳 56～60歳

■県・市町村保健師の年齢構成

（平成28年4月1日現在）

市町村
県

人

島根県保健師数：７４人、保健師数：２７７人

県保健師の31歳～45歳
の中堅期が少ない

6



島根県保健師の人材育成におけるポイント

（１） 「健康なまちづくり」を目指した人材育成

～みる、つなぐ、うごかす保健師の専門性～

（３） 県庁・保健環境科学研究所・保健所・市町
村・大学・保健師職能団体が協働した現任教
育体制整備

（４） 県庁・保健所・市町村の育ち合い、協働

（５） PDCAサイクルを回し、共に育ちあう環境づくり

（６） キャリアラダーと連動した研修

（２）ジョブローテーションを生かした人材育成
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「島根県保健師のキャリアパス」作成の背景（１）

●以下の内容に関する考え方の整理を求められた。
（保健師能力・方向性）
・県保健師の役割や目指す方向の明確化
・保健師としての専門能力に加えて、管理職に求められる組織マネジメント力獲得
・地域、圏域、組織における多職種との連携や調整する力（多職種マネジメント）獲得
（異動と人材育成１）
・保健師の人事異動の基本的な考え方
・人事異動と連動させた人材育成
（異動と人材育成２）
・キャリアアップと研修内容の明確化
・キャリア形成の目標となる係長、保健所の課長、管理職になる目安の時期
・県庁の各課で施策に関わる保健師の育成とその方法
・県外や国への派遣研修・市町村との人事交流・健康福祉部以外への異動方針
・職員のモチベーション向上となる人事異動の考え方と見せ方
・市町村業務を支援できる人材育成のため、市町村業務を知るような時期と場の
設定

（その他）
・県保健師の必要数

人事担当部署からの意見
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「島根県保健師のキャリアパス」作成の背景（２）

【検討した事項】
（保健師の能力・方向性）
・県保健師の果たすべき役割とそれを担うための保健師の人材育成
・保健師のキャリアの目標とルールづくり
（異動と人材育成）
・各時期に経験すべき業務、勤務場所、異動サイクル
・係長、保健所課長、管理職になるべき時期
・県庁各部署の経験時期
・健康福祉部以外の部署の勤務場所と勤務時期
（研修）
・県内研修や県外研修（人事交流や国への派遣研修を含む）の内容と派遣
時期

人事担当部署からの意見

9



保健師のジョブローテーションや研修と連動した
キャリアパスの見える化

【島根県保健師人材育成ガイドライン等の活用】
（島根県：平成２６年～）

・責任をもつ業務範囲
・求められる業務経験
・獲得能力

【自治体保健師の標準的なキャリアラダー】
（厚労省：平成２８年３月）

・専門能力に係るキャリアラダー

島根県保健師のキャリアパス

「島根県保健師のキャリアパス」作成の背景（３）

以前より作成・活用していたもの 人事担当部署からの意見を踏まえて
検討したこと

厚労省の「保健師に係る研修のあり方等
に関する検討会」最終とりまとめ

・組織の目標と県保健師の果たすべき役割
・職位
・異動の考え方
・配属場所と時期
・人事交流や厚労省等への研修など



「島根県保健師のキャリアパス」作成の経緯（１）

年度 部内協議（部長、次長、主管課課長） 保健所等の意見聴取

H27.4 県庁内に統括保健師配置

H28.4 「運営方針」について部長説明

H28.4 保健師の人材育成と人事異動の考え方①

H28.10～ 保健師の管理職登用の考え方①～⑥

H28.10～ ジョブローテーション、キャリアパスの考え方①～⑥

H28.11.18 保健所保健師課長等
意見交換

H28.12.26 所長会意見交換

H28.1.23 県保健師意見交換

H29.3.11 保健所長会意見交換

H29.3.20 最終部長協議①
ジョブローテーション、キャリアパスの考え方

保健師に係る研修のあり方等に
関する検討会最終取りまとめ
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「島根県保健師のキャリアパス」作成の経緯（２）
年度 協議内容 協議対象

H28.4 県庁内に統括保健師配置

H28.4
「運営方針」説明
・当課の重点推進事項「地域保健活動の推進及び保健師等人
材確保・人材育成」について説明

・部長、次長
・主管課課長
・医療企画監
・主管課人事担当者
・調整スタッフ

H28.4

保健師の人材育成と人事異動の考え方①
・県保健師の採用形態の検討
・保健師の必要数の考え方
・配属先と配属時期の考え方
・人事交流、国への派遣等の考え方

・部長、次長
・主管課長
・医療企画監
・主管課人事担当者

H28.10
～

H29.1

保健師の管理職登用の考え方①～⑥
・管理職保健師の職位と配属先と人選の考え方
・管理職登用に関する将来見通し

・主管課課長

ジョブローテーション、キャリアパスの考え方①～⑥
・県保健師の果たす役割、目標の明確化
・職位と年齢
・各時期の役割・獲得すべき能力・業務体験
・異動の考え方、配属先と時期
・研修（人事交流・国への派遣等）内容と時期
・県内研修内容と時期

・次長
・主管課課長

H29.3.20 最終部長協議①
ジョブローテーション、キャリアパスの考え方

・部長、次長
・主管課課長
・主管課人事担当者 12
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「島根県保健師のキャリアパス」作成の成果

１．人材育成を意識した保健師配置（平成２９年～）

・医療政策課への配置

・厚生労働省へ派遣

２．保健師の管理職の増加

・平成２８年：３名→平成２９年：７名

３．県庁、全保健所（７か所）に統括保健師の配置（平成２９年～）

・平成２８年：１名（本庁のみ）→平成２９年：８名

４．ジョブローテーション・キャリアパス・研修の見える化（平成２９年～）

・保健師間、所長会、人事部署と目標・現状・課題の共有化

・保健師自身が将来像を描くことができる

５．県保健師の採用拡大

・平成２８年：５名（募集５名）→平成２９年９名（募集１１名）

Ｈ２７．４：統括保健師を配置し、保健師の人事に関与できるようになった
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年齢 島根県職位

58歳頃～

54歳頃～

48歳頃～

41歳～

34歳～40歳

～33歳

保健師

主任保健師

保健所課長

企画幹

調整監

総務保健部長

企画員

島根県保健師のキャリアアップ（イメージ図）

【統括保健師の配置】
（本庁）
・統括保健指導監
（保健所）
・総務保健部長
・調整監
・上記の配置ポストに統

括保健師がいない保健
所については、保健所
課長とする（係長・副課長）

統括保健指導監

本庁グループリーダー
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平成２９年度統括的な役割を担う保健師の県・保健所・市町村連携体制

健康推進課
統括保健指導監

隠岐
（部長）

松江
（課長）

雲南
（課長）

出雲
（調整監）

県央
（課長）

浜田
（調整監）

益田
（部長）

本庁・地方機関等との調整

・健康福祉総務課・障がい福祉課、高齢者
福祉課、健康推進課、薬事衛生課、保健所、
保健環境科学研究所

県内外部機関等との調整

・看護協会・師長会・ぼたんの会、看護
系大学・国保連合会、協会けんぽその他

県外外部機関との調整
厚生労働省、他都道府県等

【本庁の統括保健師】

【保健所の統括保健師】

西ノ島町
海士町
知夫村
隠岐の島町

松江市
安来市

雲南市
飯南町
奥出雲町

出雲市

大田市
美郷町
川本町
邑南町

浜田市
江津市

益田市
津和野町
吉賀町

市町村他部署の保健師等

連携・調整

【市町村の統括保健師】

役割・管内市町村の統括保健師との窓口、連絡体制づくり
・所内、管内市町村保健師の人材育成・確保に関する相談・助言
・圏域及び管内市町村の健康課題の明確化及び方向性を整理するための組織横断的な検討を行うための場づくり
・健康危機管理の保健活動における相談・助言

・本庁内に配置されている保健師に対する組織横断的な調整 ・県・市町村で働く全ての保健師の取りまとめ役
・県、市町村保健師の人材育成体制構築と研修の実施及び人材育成 ・保健活動の向上に向けた指導、助言、統括
・国や他県、関係団体等保健師に関する窓口と総合調整（保健師の人材育成、保健活動、災害時保健活動（平常、緊急））
・健康危機管理（保健指導に関する平常時からの準備、発災時の総合調整）

図内の○：出雲と浜田の統括保健師は、広域統
括保健師と位置づけ、課長の統括保健師の相
談役、また、広域的な研修等を実施する。
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キャリアラダーを意識した研修体系

別紙別紙
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今後にむけて

・島根県人材育成基本方針（H19）

＋島根県保健師人材育成ガイドライン(H26）

＋島根県保健師のキャリアパス（H28）

＋島根県保健師のキャリアラダー（H29）

→→島根県保健師人材育成計画（仮称）の作成

・島根県保健師のキャリアラダーを活用した評価

システムの作成

・保健師自身のキャリアアップ意識の醸成

・保健活動と連動した人材育成の推進
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